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１．協働とは？ 

市民（市民、自治会、ボランティア団体及びＮＰＯ法人等）と行政が、 

自立した関係で、おたがいの特性や立場を理解し、 

共通の課題と目的を持ち、地域社会の活性化を目指し、 

協力して活動すること 

 

 

    

 

 

 

私たちの暮らす地域が、 

今よりもっと、元気になるために、 

市民と行政がともに考え、 

協力して活動するのね。 

 

 

 

協働の取り組みの基本方針    
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協働の取り組み 
（これまでに実施されている取り組みの一部です。） 

  
 

    

    

    

    

行政が用意する資材を使って、        保護者との協働による、 

自治会が取り組む道路側溝の補修       学校・保育園の清掃や整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「エコプロジェクトすわ」との協働に       ボランティアとの協働による、 

                よる、ごみ減量・リサイクルの活動       図書館での読み聞かせ  

        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

中学生との協働による、          ボランティアとの協働による 

     児童センターでの子育て支援             芸術療法認知症予防改善教室    

    

    

＊上記の他にも様々な地域や団体において協働の取り組みが進められ、自治意識の向上等大

きな効果を生んでいます。また、それが協働の取り組みと意識しなくても、実は素晴らし

い協働の取り組みがあると思われます。 
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２．なぜ協働が必要なのか？ 
近年、市民の要望や地域の課題は、多様化、複雑化しています。 

そして、早急な課題解決が求められています。 

これらの課題にすばやく的確に対応するために、 

従来の行政による公共サービスに加え、 

市民と行政の協働による「新しい公共サービスの仕組み」が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（協働の効果） 

（１）市民にとっての効果 

・活動をとおして、市民の自治意識が育ち、市民主体の地域づくりが進みます。 

・市民自らの考えを、地域づくりに反映することが可能となります。 

・豊富な知識や経験をもつ高齢者や団塊世代、主婦層等の活躍の場が広がり、 

地域の担い手としての誇りを持てます。 

・ボランティアや NPO 等の団体にとっては、 

活動に対する市民の理解や評価が高まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）行政にとっての効果 

・活動をとおして生まれる、「新しい公共サービスの仕組み」により、 

行政事務の効率化が図れます。 

 

行政の活動（公助） 

従来の公共サービス 

 

市民の活動（自助） 

市民､自治会､団体､NPO 等 

 

協働の活動（共助） 

「新しい公共サービスの仕組み」 

私たちの地域の課題は、 

私たちが一番よくわかっているもの。 

計画の段階から話し合いを重ねれば、 

私たちの考えが地域づくりに反映できるわね。 

できることを分担しあえば、 

私にも活躍できる場面がありそうだわ。 

行政の画一的なサービスでは、 

対応が難しい課題が増えているんだな。 

私もこれまで、「行政にお任せ」で 

いたけれど、「自分にできること」 

「地域でできること」「行政と協力して 

できること」を考えてみることにしよう。 
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３．協働の取り組みの基本理念 

 ・自立した関係で、話し合いを重ね、市民の自主性を尊重します。 

・市民の要望や地域の課題を明確にし、協働の取り組みの目的を共有します。 

・おたがいの特性を理解し、役割と責任分担を明確にします。 

・協働の取り組みの公益性、公平性を確保します。 

    

    

 

 

 

 

 

４．協働の取り組みの基本方針 

（１）市民と行政は、課題と目的を共有して協働を進めます。 

 

・市民と行政は「住民懇談会」や「出前講座」等により、情報や意見を交換します。 

・市民は積極的に行政運営に参加し、行政はその機会を設け、課題と目的を共有しま

す。 

・市民と行政は話し合い、おたがいの役割を明確にして、責任分担のうえ協働を進め

ます。 

 

 

 

 

 

 

まず、私たちの 

「やってみよう」 

「取り組んでみよう」 

「私たちの地域を、 

 私たちでつくってみよう」 

という自主性が大切よね。 

 

まずは、市民も行政も 

協働の意義をともに学ぶことが 

「はじめの一歩」というわけか。 

私も、話し合いや情報交換の場には 

積極的に参加することにしよう。 

友達も誘ってみるか。 
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（２）行政は、協働を進める仕組みをつくります。 

 

・おたがいの信頼関係と協働に関する認識を深めるために、市民と行政がともに学ぶ

学習会等を開催します。 

・地域が求める協働の取り組みの把握を、市民と協力して進めます。 

・協働の取り組みの提案や相談を受け、できることから始める仕組みをつくります。 

・地域づくりに取り組む自治会、ボランティア団体、ＮＰＯ法人等の育成、支援に努

めます。 

・自治会間、団体間のネットワークづくりや連携を支援します。 

・まちづくり市民協議会、エコプロジェクトすわ、環境プラザすわ等の活動をとおし

て、協働に向けた様々な取り組みの推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）市民と行政は、公益性と公平性に留意し、 

自立した関係で協働を進めます。 

 

・協働の取り組みの決定は、市民の積極的参加の拡大や地域の自治意識の向上が見込

まれる内容を重要視します。 

・公益性と公平性を確保するため、協働の過程、取り組みの状況、結果等を情報公開

します。 

・協働による地域づくり活動のための新しい補助制度について研究し、既存の補助制

度については評価のうえ見直しを進めます。 

 

 
 

 

 

 

自治会や団体の連携が進めば、 

身の回りのことだけじゃなく、 

地域全体、諏訪市全体の課題が見え、 

いざというとき協力し合えるわ。 
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「協働の取り組みの基本方針」に関する問い合わせ 

 

諏訪市役所 企画部 企画調整課 

行政統計係 行政改革担当 

電話：0266-52-4141（内線 362） 

電子メール：kikaku@city.suwa.nagano.jp 


